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主催　　　立教大学文学部文学科 
問合せ先　学部事務1課（03-3985-3392） 
　　　　　proust.rikkyo@gmail.com   
　　　　　Twitter　  @proust_rikkyo 

申込不要・入場無料、定員211名（先着順）。 
テキスト（プルースト作・吉川一義訳『失われた時を
求めて』第14巻「見出された時 」岩波文庫、2019
年）を通読して、ご持参ください。 

【連続公開セミナー＠立教大学】 

岩波文庫にて完結した吉川一義氏による 

新訳で
プルーストを
読破する
第14回「見出された時 」  （最終回） 
　2020年 1月11日（土）13:30-16:00 
　立教大学池袋キャンパス　14号館D301教室　 

　 講師 　吉川 一義 氏（京都大学名誉教授） 
　 司会 　坂本 浩也（立教大学教授） 

　　　　　Twitter　  @proust_rikkyo 
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公開セミナー「新訳でプルーストを読破する」第14回 
講師紹介 
吉川 一義（よしかわ・かずよし）氏 

Proust et l’art pictural Honoré 

Champion, 

事前質問 懇
親会

Twitter@proust_rikkyo

「［…］あることがらがなんらかの印象を与えるとき、
そのとき実際に生じていることを私が把握しようと努
めていたならば、本質的な書物、唯一の真正な書物は
すでにわれわれひとりひとりのうちに存在しているの
だから、それを大作家はふつうの意味でなんら発明す
る必要がなく、ただそれを翻訳すればいいのだという
ことに、私は気づいたはずである。作家の義務と責務
は、翻訳者のそれなのである。」（⑬480）

岩波書店のウェブマガジン　　　　　　　　　　

それぞれの『失われた時を求めて』
。 

全14回のゲストとスケジュール（予定＊） 

　　本研究は、JSPS 科研費 JP 18K00490 の助成を受けています。 

見出された「時」とは？

岩波書店のウェブマガジン　　　　　　　　　　
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